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2010 年度研究計画書                              研ﾌﾟﾛ／10-07 

 

研究プロジェクト「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」 
Research Project:  Design Science & Manufacturing Science  

                  in the Context of Culture in the 21st Century 
 

 
実施期間： 2009～2011 年度（第 2 年次) 

Term of the Project:  2009-2011 fiscal years (2nd year) 
 

研究代表者： 岩田 一明  国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授 

Project Leader: Dr. Kazuaki IWATA,  

IIAS Fellow; Project Representative on the IIAS Planning Board;  

Professor Emeritus of Osaka University and Kobe University 

 
研究目的要旨：  

 近年における人工財（ハードウエア、ソフトウエアや仕組み・仕掛けなど人間が生み出す有形、無形

のもの）の創出に関わる設計科学と生産科学分野は、人口・資源・エネルギーなどの諸問題や価値規範

の多様化の中で、新たな状況に直面している。このことは人工財の設計科学と生産科学の役割や責務な

どを、生活様式や社会通念、制度などを含む文化の視点より再考する必要性を示唆している。本課題で

は、文化としての設計科学と生産科学（製造文化）を検討するために、前提となる現代的課題や制約条

件などを抽出するとともに、それらの関係性を総合的に考証する。同時に、そこから生まれてくる新し

い製造文化の姿についても議論を行う。 

 
研究目的： 

①背景： 

20 世紀は科学技術の世紀といわれ、社会生活に占める重みが増大した。その後も、科学技術への傾斜

は続いているように見える。同時に、科学技術がもたらす問題点も、多数、顕在化した。科学技術に対

する精神面の不安定さが拡大することへの懸念も少なくない。21 世紀初頭の現在、これら社会と科学技

術の関係性において生起する問題の本質が混沌として明確でない状況にある。 

従前より、多様な文明論、文化論が展開されてきた。今後、グローバル化した世界の視点を包含した、

わが国の文化的存立の構築と維持に関する検討、すなわち 21 世紀の文化像や文明をどのように考えれ

ばよいかが希求されている。このとき、文化･社会と科学技術との Inter-disciplinary 、

Trans-disciplinary(超領域的)、また、Cross-disciplinary な諸相への深層的な検討の重要性が指摘され

ている。その際、科学/技術、とくに「広義の人工財創出」を対象にするとき、どのような「系、目的、

制約条件、合意形成」を考慮すべきかを検討し、制度やルールの設計という視点も融合させて取り扱う

ことが不可避と考えられる。 

 上示のように、現在、21 世紀における「人工財創出」の新しい枠組みの深耕が希求されている。たと

えば、人工財創出の系そのものの捉え方、人工財としてのロボットと人間との連続性･不連続性の問題、

また人間社会･文化の枠組みの中でのロボット・人工臓器の位置づけと役割など、学術研究や開発に先

立つ考え方が深く検討され、合意されておくことが不可欠である。 

②必要性： 

 この課題は、とくに人工財創出面における根源的なものであり、人類の将来に向けて緊要で避けるこ

とができないものと考えられる。いかえれば、科学技術に関わる部分問題から全体問題への視点の変化
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の中での俯瞰的・根源的課題と理解される。 

大学など研究機関で実施されている研究開発課題は、多くが部分問題であり、価値規範の本質的変遷

を意識したものは限定されている。これに対し、本課題では多様な専門分野の卓越した専門家による知

の融合と触発の中に、この種の問題への解決を導く。すなわち、個別専門分野適応問題というよりも多

分野融合型のアプローチである。本課題は、戦略性とともに緊要性を有する課題であり、遅滞は人類の

生存、また、わが国の歴史性を踏まえた持続的発展と生存に大きな支障をきたす可能性がある。近未来

のわが国の文化形成における根幹的問題を内蔵している。同時に、学術領域にも社会一般にも、理念の

みでなく、より具体的な検討と合意への素案が必要である。この意味で、本課題に対する今後のアプロ

ーチの枠組みの提案は、学術領域で知の蓄積を図ってきた研究者の、未来に向けての貢献課題であり、

義務ともいえる。 

③方針： 

 多分野の識者の学術的討議を通して、「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」の前提と

すべき基本的な考慮の視点ならびにベースとなる系や制約条件、また課題のモデルや解決手法などの諸

点を提示･集約し、今後のアプローチの枠組みの素案を提言したい。例えば、生態系、人間系、技術系、

価値規範系、合意形成などにかかわるキーワード、また今後、醸成すべき新しい文化（製造文化や技術

文化）のイメージなどである。 

 

Objectives:  

In recent years, design science and manufacturing science, related to innovation of artifacts 

(including hardware, software, methodology, legislation, etc.), face new circumstances, which 

include various problems such as population, shortage of resource and energy, and diversification of 

value criteria. This fact suggests the needs to reconsider the role and the duty of design science and 

manufacturing science from the cultural viewpoint including life style, social common senses, and 

institution. In order to consider design science and manufacturing science in the context of culture 

(manufacturing culture), this project extracts its new premises including current issues and 

constraints and investigates their relationship from holistic viewpoints. At the same time, this 

project argues an image of new manufacturing culture that may appear throughout our discussion. 

 
キーワード： 設計科学、生産科学、製造文化、持続可能性、生存可能性 

Key Word: Design Science, Manufacturing Science, Manufacturing Culture, Sustainability, 

Survivability 

 
参加研究者リスト： 14 名（◎研究代表者） 

氏  名           職  名  等  

◎岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授 

  上田 完次 産業技術総合研究所理事、東京大学名誉教授 

 梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 

 苧阪 直行 京都大学特任教授 

 小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授 

 木内  学 木内研究室代表／東京大学名誉教授 

 北原 和夫 国際基督教大学教養学部教授／東京工業大学名誉教授 

 児玉 皓雄 株式会社先進知財総合研究所代表取締役会長 

小林 傳司 大阪大学コミュニケーションデザイン・センター教授（2010 年度より参加） 

 清水 慶一 国立科学博物館産業技術史資料情報センター参事 
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 中島 秀人 東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 

堀  浩一 東京大学大学院工学系研究科教授 

 松島 克守 俯瞰工学研究所代表／慶応大学訪問教授／東京大学名誉教授（2010 年度より参加） 

 室伏 きみ子  お茶の水女子大学人間文化創生科学研究科教授（2010 年度より参加） 

 

2010 年度研究活動予定： 

①研究会開催予定：  

・研究会は基本的に 2 ヶ月に 1 回、合計 6 回（偶数月）実施。内、年 2－3 回は 1 泊 2 日形式とする。 

 ・場所：高等研 5 回。1 回は東京。 

 
②話題提供予定者： 

 招へい予定人数：4～５名を予定。招へい者は現段階では日本人を予定。 
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研究活動実績： 

2009 年度： 

 「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」に関して今後検討すべき基軸となる課題を抽出

選定するために、外部の話題提供者、および、研究会参加者による話題提供、ならびにそれら内容に対

する討議を中心に活動を行った。討議を行った話題の概要は以下のように整理できる。 

 現代的課題への役割： 

 「Sustainability 研究」：Sustainability 実現に向けて必要なものづくりの在り方 

 「交渉による合意形成－方法論（ハーバード流交渉術）と事例」：合意形成に至るための、原

則立脚型交渉の方法論 

 「水素経済と社会 －燃料電池開発を軸として－」：水素社会、燃料電池開発を例題とした、

科学と技術の本質、科学技術政策の役割 

 人工財と人間との関係性の問題： 

 「人工知能と心」：機械と心の関係性、心を豊かにする機械、人工知能倫理学の提唱 

 「『倫理レベル』からの設計と『言説による設計』」：倫理レベルまで溯って、どのような人工

物をどのように設計すべきかを議論する必要性、倫理レベルを表現できる言語の創造 

 「ミンスキーの『脳の探検〜常識を持つロボットマシンの実現に向けて』」：機械との対比にお

ける、人間の自我、感情、思考過程 

 ものづくりと社会・文化の関係： 

 「価値論と人工物」：価値観の歴史的系譜と、これからの設計科学・製造科学に求められる価

値観 

 「日本の科学／技術はどこへいくのか」：科学技術史から見た、科学と技術の相違、関係性、

20 世紀における科学と技術の意義 

 「ものづくりと文化／科学／21 世紀についての 7 つの問いかけ」：ものづくりの定義、および、

ものづくりと文化、価値、日本の固有性との関係についての議論 

 これらの結果から、これまでの設計科学、生産科学が議論してきたような、与えられた目的関数のも

とで、いかに効率良く、コストパフォーマンス良く、人工財を創出するかという課題ではなく、前提と

なる現代的課題や制約条件が大きく変化しつつある中で、人工財の設計科学と生産科学の役割や責務が

大きく変貌し、我々は人工財として何を作るべきかが問われていることを明確にすることができた。 

 
研究会開催実績： 

第 1 回： 2009 年 7 月 1 日    （於：高等研） 

第 2 回： 2009 年 9 月 18 日～19 日（於：高等研） 

第 3 回： 2009 年 11 月 14 日   （於：高等研） 

第 4 回： 2010 年 1 月 22 日～23 日（於：高等研） 

第 5 回： 2010 年 3 月 19 日    （於：高等研） 

 
話題提供者：3 名 

関口 海良 東京大学大学院工学系研究科大学院生 

竹林 洋一 静岡大学情報学部教授 

松岡  博 国際高等研究所フェロー／帝塚山大学法政策学部教授／大阪大学名誉教授 

 
その他の参加者：6 名 

合志 陽一 国際高等研究所フェロー／筑波大学監事 

関口 海良 東京大学大学院工学系研究科大学院生 
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畠山  実 財団法人機械振興協会技術研究所生産技術部・技術協力センター 

服部 高宏 国際高等研究所企画委員／京都大学大学院法学研究科教授 

日比野 浩典 財団法人機械振興協会 

松島 克守 俯瞰工学研究所代表理事 

 

Achievement:  

2009 fiscal year: 

In order to extract fundamental issues for “Design Science & Manufacturing Science in the 

Context of Culture in the 21st Century” from holistic viewpoints, we had the following 

presentations by the project members and other experts and made intensive discussions. 

 The role of design science & manufacturing science for emerging issues 

 “Research on Sustainability”: Images of manufacturing required for achieving 

sustainability 

 “Consensus creation through negotiation – methodology (book “Getting to Yes") and 

examples”: Principle based negotiation method for creating consensus 

 “Hydrogen economy and society – focusing on development of fuel cells –“: Taking hydrogen 

society and development of fuel cells as examples, essential of science and technology and 

the role of science and technology policy  

 Emerging relationship between artifacts and human 

 “Artificial Intelligence and Mind”: Relationship between machine and mind, machines 

enriching human minds, and proposal of artificial intelligence ethics 

 “Design from ‘Ethical Level’ and ‘Design by Discourse’”: Needs for the discussion on what 

we should design from the holistic viewpoint of ethical level, and generation of discourse 

system that can represent ethical level 

 “Minsky’s ‘The emotion machine’”: Human ego, emotion, and emotional thinking, in the 

comparison of machine 

 Relationship between Monozukuri and society and culture: 

 “Axiology and Artifacts”: Genealogy of axiology and new axiology required for design 

science and manufacturing science 

 “Where do Japan’s science and technology go?”: Difference and relationship between 

science and technology and significance of science and technology in the 20th century, 

from the view point of their history 

 “Seven questions on Monozukuri and culture/science/the 21st century”: Definition of 

Monozukuri, and discussion on the relationship between Monozukuri and culture, value, 

and locality of Japan 

The results of the discussion revealed that, although the main issue of the traditional design 

science and manufacturing science was how to create artifacts with higher efficiency and higher 

cost-performance under given objectives, the role and the duty of design science and manufacturing 

science are drastically changing and the society asks what we should create under the emerging 

paradigm shift of social premises for design and manufacturing. 

 

 
研究成果報告書の出版： 

2013 年 3 月出版予定 
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担当：田中副所長 

 

 
 



 

国際高等研究所  
研究プロジェクト「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」 

2009 年度第 1 回研究会 プログラム 
 
開催日時：2009 年 7 月 1 日（水） 13：30～16：30 
 
開催場所：国際高等研究所セミナー1（1Ｆ） 
 
研 究 代 表 者：岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授         

担当所長・副所長：尾池 和夫 所長 
 
出定者：（10 人） 
研究代表者  岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授  
参加研究者  上田 完次 産業技術総合研究所理事 
（9 人）  梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 
  苧阪 直行 京都大学大学院文学研究科教授 
  小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授 
  木内  学 東京大学名誉教授 
  児玉 皓雄 株式会社先進知財総合研究所代表取締役会長 
  清水 慶一 国立科学博物館産業技術史資料情報センター参事 
  中島 秀人 東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 
  堀  浩一 東京大学大学院工学系研究科教授  
 

 
プログラム 
 7 月 1 日（水） 

13：30～16：30 研究会〔セミナー1〕 
１． 自己紹介 
２． 研究会の趣旨説明（岩田） 
３． 講演「Sustainability 研究の動向」（梅田） 
４． プロジェクトに関する意見交換    
５． その他、研究会のスケジュール、次回日程など 

 
  

 



 

国際高等研究所  
研究プロジェクト「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」 

2009 年度第 2 回研究会 プログラム 
 
開催日時：2009 年 9 月 18 日（金） 14：30～17：30 
         9 月 19 日（土）  9：30～16：00 
 
開催場所：国際高等研究所セミナー1（1Ｆ） 
 
研 究 代 表 者：岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授         

担当所長・副所長：尾池 和夫 所長 
 
出定者：（10 人） 
研究代表者  岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授  
参加研究者  上田 完次 産業技術総合研究所理事 
（7 人）  梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 
  苧阪 直行 京都大学大学院文学研究科教授 
  小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授 
  児玉 皓雄 株式会社先進知財総合研究所代表取締役会長 
  中島 秀人 東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 
 ** 堀  浩一 東京大学大学院工学系研究科教授  
 
 **：スピーカー 
 
話題提供者  関口 海良 東京大学大学院工学系研究科大学院生 
（ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ） 竹林 洋一 静岡大学情報学部教授 
（2 人） 

 
プログラム 
 9 月 18 日（金） 

14：30～17：30  
 話題提供者：堀  浩一  東京大学大学院工学系研究科教授 
 演題「『人口知能は心を持つか』という問に対して 

『我々は人口知能に心を持たせたいか』を考える」 
 関口 海良  東京大学大学院工学系研究科大学院生 
 演題「『倫理レベル』からの設計という枠組みと 

『言説による設計』という方法に関する研究」 
 9 月 19 日（土） 
   9：30～11：00 ディスカッション：ロボットの高度化と文化とのかかわり 
  11：00～16：00  
 話題提供者：竹林 洋一  静岡大学情報学部教授 
 演題「ミンスキー『脳の探検～常識を持つ 

ロボットマシンの実現に向けて』について」 
    （途中、適宜昼食） 



 

国際高等研究所  
研究プロジェクト「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」 

2009 年度第 3 回研究会 プログラム 
 
開催日時：2009 年 11 月 14 日（土） 13：00～16：30 
 
開催場所：国際高等研究所セミナー2（2Ｆ） 
 
研 究 代 表 者：岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授         

担当所長・副所長：尾池 和夫 所長 
 
出定者：（4 人）  
参加研究者 ** 上田 完次 産業技術総合研究所理事 
（4 人）  梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 
  小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授   
  堀  浩一 東京大学大学院工学系研究科教授  
 
 **：スピーカー 
 

 
プログラム 
 11 月 14 日（土） 

13：00～16：30 話題提供者：上田 完次 産業技術総合研究所理事 
  演題「価値論と人工物」 
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国際高等研究所  
研究プロジェクト「21 世紀における文化としての設計科学と生産科学」 

2009 年度第 4 回研究会 プログラム 
 
開催日時：2010 年 1 月 22 日（金） 15：00～17：30 
         1 月 23 日（土）  9：30～15：30 
 
開催場所：国際高等研究所セミナー1（1Ｆ） 
 
研 究 代 表 者：岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授         

担当所長・副所長：尾池 和夫 所長 
 
出定者：（9 人） 
研究代表者  岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授  
参加研究者  梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 
（7 人）  小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授 
  児玉 皓雄 株式会社先進知財総合研究所代表取締役会長 
  中島 秀人 東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 
 
  関口 海良 東京大学大学院工学系研究科大学院生 
  （堀先生代理） 
  畠山  実 財団法人機械振興協会技術研究所生産技術部・技術協力センター 
  服部 高宏 国際高等研究所企画委員／京都大学大学院法学研究科教授 
 
話題提供者  松岡  博 国際高等研究所フェロー／帝塚山大学法政策学部教授 
（ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ） 
（1 人） 
 
 

プログラム 
 1 月 22 日（金） 

15：00～17：30  
 話題提供者：中島 秀人  東京工業大学大学院社会理工学研究科准教授 
 演題「日本の科学／技術はどこへいくのか」 

 
 1 月 23 日（土） 
   9：30～10：30 中島先生の質疑と意見交換 
  10：30～15：15  
 話題提供者：松岡  博  国際高等研究所フェロー／帝塚山大学法政策学部教授 
 演題「交渉による合意形成－方法論（ハーバード流交渉術）と事例」 
 

（途中、適宜昼食） 
 

15：15～15：30 その他（今後の予定など）   
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配付資料 
・ 中島 秀人「日本の科学／技術はどこへいくのか」 
・ 松岡  博「交渉による合意形成－方法論（ハーバード流交渉術）と事例」ほか  













 

国際高等研究所  

研究プロジェクト「21世紀における文化としての設計科学と生産科学」 

2010年度第 6回研究会（通算第 11回） プログラム 

 

開催日時：2011年 3月 5日（土） 13：30～17：00 

 

開催場所：国際高等研究所セミナー1（1Ｆ） 

 

研 究 代 表 者：岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授               

担当所長・副所長：田中 成明 副所長 

 

出席者：（8人） 

研究代表者 ** 岩田 一明 国際高等研究所フェロー／大阪大学・神戸大学名誉教授  

参加研究者  上田 完次 産業技術総合研究所理事／東京大学名誉教授 

（7人）  梅田  靖 大阪大学大学院工学研究科教授 

   小野里 雅彦 北海道大学大学院情報科学研究科教授 

  児玉 皓雄 株式会社先進知財総合研究所代表取締役会長 

  堀  浩一 東京大学大学院工学系研究科教授 

  松島 克守 俯瞰工学研究所代表理事／東京大学名誉教授 

   

  鈴木 順一   近畿経済産業局産業部サービス産業室文化産業係長 

 

 **：スピーカー 

 

 

プログラム 

 3月 5日（土） 

  13：30 話題提供者：岩田一明 

 演題「共感と共助の技術と人工財－経営者との対話 2010より－」 

 

  14：50  休憩 

 

  15：00 討議「新学術領域ならびに社会への提案に関する候補テーマならびにキーワード」 

       委員全員で自由討議 

       提案テーマの集約 

 

 16：00 3年次の計画について 

 

16：30 その他（次回スピーカやスケジュールなど） 

 

 

 

配布資料（公開不可） 

・岩田 一明「共感・共助・共熱の技術と人工財－フィールド調査研究の事例より－」 
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